
口腔衛生の向上にとりくむ

能美歯科 能 美昭夫 先生

BGMの 流 れる治療室

「戦後30有余年経過 し、わが国は驚異的 な経済発展 をな し

とげた といわれますが、連 日の報道で見る不祥事の数 々。商

業主義 が優先 し、倫理観、fr_命感が薄 れ、欲望のみが肥大化

し・……このよ うな時代 にこそ、モ ノとカネに関係 な く、豊 か

な心、教養 をめ ざす ものがあって もよいのではないか、 と模

索 した結果、 コンサー トを開催す ることになりました……J

こんな趣 旨の飛翔 コ ンサー トが、昨年12月12日大阪毎 日国際

サロ ンに於 て400名の聴衆 で開催 されました。主催者は、大阪

で開業 される歯科医、能美昭夫先生。この コンサー トは、新進の

演奏家 に発表の機会 を提供 し、一般の人には無料で生演奏 に

接す る機会 をと、能美先生 が、自力、自費で開催 したもの。演奏

会当 日は盲聾学校の生徒 も招待 されていました。 しか し当 日、

先生 自身は一切表 に出ず、陰の役 に徹 してお られました。

歯科医 と音楽会、す ぐにはイメージが結 びつ きにくい組 み

合 わせで したが、能美歯科医院 を訪ねて、なるほどとうなづ

けるものがあ りま した。 ドアを開けたとたん、院内全体 に流

れる静 かな美 しいメロデ ィー。待合室 も治療室 もメロデ ァー

にひた りきったよ うに落ついた雰囲気です。「患者 さん も、治

療 している自分 も、心がやすまるよ うにJご 自分で レコー ド

か ら録音 し構成 したBGMを 流 しているとの ことで した。

口腔への無関心 を嘆 く

能美先生は、昭和32年に大阪大学歯学部 を卒業、その後16

年間、同大学 に動め、48年に大阪駅前の ビジネス街、桜橋 で

歯科医院 を開業 されま した。

同医院のある付近は、大 介業 も多いビジネス街。 「開業 し

てまず感 じたのは口腟衛生の悪 さ。内科へ診てもらいに行 く

のに汚れた下着 のままでは行 かないはず。 なのに歯の治療 を

してもらいに くるの に口 をすすいで さえ来 ない、口腔衛生 に

神経 を使 わない人が多す ぎる」 と嘆 かれます.同 医院は紹介

患者が多 く、エ リー トビジネスマ ンも多いよ うですが、 これ

らの人 も含めて全般的 に歯 に対す る知識 も関心 も少 な く、衛

生状態はまだまだ、 とか。

それで、患者 には口膝内清掃 を力説 し、ブラッシングを一

生懸命指導 されます。

「口の中 を16ブロックに分 け、 1ブ ロックを20秒くらいか

けてブラ ンシングす ると、全体で 5分 20秒かかる.せ めてこ

の くらいブラッシングす るとよい。 3分 では少なす ぎますc

ハブラシは 1週 間に 1本 使 うくらいが適 当。 ところが、今、

日本人の平均では 1本 を 3～ 4ヵ 月使 っています.現 在の12

倍 くらい使 わないとウソ。 それ も歯の

'大

態 に合 わせて 2～ 3

種類のハ ブラシを使いわけな くちゃ…。子 どもの入浴 には親

も一緒 に入 って洗 ってや るのに、歯 をみがいてや らないのは

おか しい。だから3才 児で85%も ムシ歯 になるのは当然…J

と、外国のデータなどもまじえなが ら、 日本人の国腔衛生習

慣 の劣悪 さを熱 っぼ く指摘 されます。

医者はアシスタン ト

衛生教育 には、 レン トゲ ン写真やスライ ドなどを使 って熱

心 に指導 されますが 「よ く理解 して、プラークコ ントロール

を実行 して くれる人 もいますが、 なかなか実行 しない人 もい

ますJと い うことで、おとなの教育 はなかなかむつか しそ う

です。 「いまだに痛 いことが病気で、痛 くなければ病気でな

いと思 っている人が多 く、定期検診の必要 を説 き、 リコール

のハ ガキも出 しているのですがね。歯科医はアシスタン トで

口腔の健康 を守 るのは患者 自身 なのに」 といいつつ も、あの

手 この手 と、熱心 に患者教育 をつづけておられる能美先生で

す。

この能美先生、先述 のコ ンサー トでもみ るよ うに、音楽 を

ご自身が愛好す るにとどめず、高度 な音楽で t,って、好 まし

か らぎる世の風潮へ、 さわやかな反抗 を試 るとい うあた り、

非常 に糸屯粋 な思想、心の持主 とお見受け しました。 このコン

サー トは 予想外 の出費 となったよ うですが、今後 もつづける

とは りきってお られます。無償の行為、犠牲 もかえりみず、

信 じるところを行 く先生、世間の人たちの口腔衛生思想の向

上の 日まで、指導 に治療 に情熱的 にとりくんでいかれること

で しょう。


